
➀高等学校入学者選抜実務のデジタル化

高等学校入学者選抜実務のデジタル化
高等学校への進学率が99％という現状において、おおよその生徒が高校入試を経験。

調査書、成績書をはじめ作成される必要書類がアナログ（紙媒体）で提出されている実態があり、

デジタル化を進めることで、中・高校の教職員や生徒・保護者の負担の抜本的な軽減が期待。
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中学校生徒

なお、高校入学は、転校等を除き異なる設置者（都道府県教委、市町村教委）間で、生徒の情報が初めて引継ぎが行われるケースになるため、
この部分のデジタル化を進めることは、中・高校間に限らず、自治体間連携のデジタル化のユースケース創出という観点からも意義が高い。

▶令和5年度に机上調査を実施中。令和6年度は、次年度以降の本格検証に向けた技術仕様等を検討・作成

＜実証概要＞
中学校の生徒が志望校を選択し、出願と入試を経て、入学する高等学校を決定するまでの期間において、
「➀中学校の教職員」、「➁中学校の生徒・保護者」及び「➂高等学校の教職員」の
作成している書類、郵送・持参している書類の全てがデジタル化（データで作成、連携）できるかを実証。
また、デジタル化により、どれだけ教員の業務効率化につながったかを検証。
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中学校⇔高等学校間での業務改善のイメージ
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中学校 ➀ 調査書打ち出し【紙】

➂ Excelに手入力

➁ 目視確認【紙】

➃ Excelを打ち出し【紙】

➅ 各高校へ持参・郵送【紙】

➄ 目視確認【紙】

➀ 調査書受領【紙】

➂ Excelに手入力

➁ 目視確認【紙】

➃ Excelを打ち出し【紙】

➄ 目視確認【紙】

高校

➀ データ出力

➂ データアップロード

➁ データ確認

➀ データダウンロード

➁ 形式確認【データ】

デジタル化

出願システムを
導入すれば
更に効率化

※加えて、日常的に校務支援システムを使い熟すことで、調査書等の作成についても抜本的な効率化が見込める
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開催概要

➁ＧＩＧＡスクール 自治体ピッチ第２弾

GIGAスクール構想第2期を見据えた学習者用コンピュータ1人1台端末の整備・更新に当たり、端末メーカー等が
都道府県・市町村教育委員会に対して提案を行う「GIGAスクール 自治体ピッチ」第2弾を開催。
（主催：デジタル庁、共催：文部科学省）

＜プログラム詳細＞
日時：2024年4月18日（木）、19日（金）

場所：東京都内（永田町周辺の会場を予定。）※当日の様子は教育委員会向けに生配信。

内容：事業者によるプレゼンテーション（1提案者につき15分（発表10分及び質疑応答5分））の他、
文部科学省等施策説明、及び3OS（Windows, ChromeOS, iPadOS）の特徴説明などを実施。

質疑：有り（リアルタイム質問アプリ等を活用して、参加する教育委員会からの質問・意見を受付。）

資料：提案資料は、当日の動画とともにwebサイトに掲載。

その他：投票アプリ等を活用して、参加者からの投票等を実施。終了後全体結果を公開予定。
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